
第8回理事会　　議事録
２０２５．１０．２８（火）１９：４５

出席者 (*)石原会長  加藤副会長　木原副会長　山田副会長

赤見専務理事　石川専務理事　西村専務理事　山口専務理事　鈴木専務理事　

石井専務理事　熊切専務理事　小澤専務理事　作田理事　星野理事　仲野理事　

(*)松野理事　稲垣理事　野中理事　門山理事　諏訪理事　宮治理事　姫野理事

(*)西川理事　河野監事　小野監事　亀津代議員議長　髙橋代議員副議長

(*)ZOOMによる出席

欠席者 飯塚監事　鈴木県医会長　小竹県医理事　

協議事項
１． 前回議事録確認（第７回） （石川）

　追加事項も含め、前回議事録（第7回）について承認された。
 〇藤沢市より、高齢者の加齢性難聴に関する講演会における講師派遣依頼があっ
たもの。耳鼻科医会に一任されており、河合信孝氏を推薦する。

２． 藤沢消防特別増刊号への広告出稿依頼について（タウンニュース社） （石川）

　藤沢市消防局協力のもと11月上旬の火災予防週間に合わせ「藤沢消防特別増刊
号」が発行される。広告出稿が承認された。広告内容については総務一任とする。
１枠：55,000円（税込）

３． 藤沢市立高倉中学校の講師派遣依頼について （小澤）

　藤沢市教育委員会より藤沢市立高倉中学校で開催される性教育講演会への講
師派遣依頼があったもの。ユースヘルス特別委員会に一任する。

４． 令和8年度新設認可保育所における内科嘱託医の推薦について （小澤）

　藤沢市より令和8年4月に開設予定の認可保育園の内科嘱託医について推薦依
頼があったもの。学校医保育園医部会に一任する。

５． 「ふじさわ防災ナビジュニア」への協賛依頼について （石川）

　藤沢市、㈱櫻井興業等の共同プロジェクト事業である「ふじさわ防災ナビジュニア」
への協賛依頼があったもの。藤沢市内の中学生に向けて災害を学ぶための防災ア
ニメーションの作成や、防災ガイド、防災マップ、非常時の際に持ち出せる防災ボッ
クス等の配布を行い、若年層の防災意識の向上を目的としているもの。協賛につい
て承認された。協賛料金：110,000円/年（税込）

６． 第67回神奈川医学会総会・学術大会の開催について （石川）

　神奈川県医師会より11月15日（土）に開催される同大会への参加依頼があったも
の。西村専務理事が参加する。周知については会報同封とする。

７． 「国民医療を守るための総決起大会」in神奈川への参加について （石川）

　神奈川県医師会より11月20日（木）に神奈川県総合医療会館７階大講堂にて開
催される同大会に対し、8名の参加依頼があったもの。石原会長、西村専務理事が
参加する。参加者の調整については石原会長に一任する。



８．
令和7年度日本医師会JMAT研修「基本編」及び「統括編」への参加希望調査につ
いて

（石川）

　神奈川県医師会より日本医師会JMAT研修「基本編」、「統括編」への参加希望調
査があったもの。日時は「基本編」令和8年1月11日（日）9時～17時、「統括編」令和
8年2月15日（日）9時～17時、場所は県総合医療会館災害時医療救護本部室より
ZOOM参加となる。災害担当理事をはじめとした役員の参加依頼となっており、「統
括編」は山田副会長、「基本編」は熊切専務理事の参加申請を行う。

９． 湘南よみうり新聞社「魅力発見！TOP IN SHONAN」掲載ご継続のお願い （石川）

　「湘南よみうり」のwebサイトに掲載されている記事の掲載継続依頼があったもの。
記事の内容がアップデートされず古いものとなるため、継続しての掲載は見送ること
となった。

１０．
感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律の規定に基づく結核
に係る定期の健康診断の報告について

（鈴木）

　病院及び診療所において業務に従事する者の定期健康診断を実施した場合、管
理者は「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律」に基づき、
結核に関する事項を保健所に結核健康診断報告書により報告することが義務づけ
られていることについて通知があったもの。この件について、藤沢市より会員医療機
関宛に周知されるとの報告があり、併せて当会ホームページへの掲載依頼があっ
た。ホームページ（会員専用ページ）に掲載することが承認された。

１１． 市民公開講座_藤沢市野球障害セミナーの周知について （石川）

　12月13日に医師会館にて開催される同セミナーの周知依頼があったもの。会報同
封とする。

１２． 湘南看護専門学校募集停止について （赤見）

　湘南看護専門学校の学生募集停止について承認された。今後は、神奈川県との
調整を行いながら具体的な対応を進めるとともに、年内に臨時代議員会を開催す
る。

１３． 令和7年度藤沢市禁煙支援ネットワーク研修会の周知について （山口）

　藤沢市より同研修会の周知依頼があったもの。会報同封とする。

１４． その他

　該当なし

報告事項

１． 休日夜間急病診療所運営報告（2025年9月分） （小澤）

＜北休日夜間急病診療所＞（診療日数：30日）

内科 小児科 耳鼻科 合計 救急搬入 救急搬出 二次三次

診療件数 344 244 64 652 0 0 11

電話受付件数 627

平均点数 1,064.8 1,187.3 848.0

レセプト点数 712,627 点（前年比 -254,629点）

＜南休日夜間急病診療所＞（診療日数：10日）

内科 小児科 合計 救急搬入 救急搬出 二次三次

診療件数 112 111 223 0 1 3

電話受付件数 219

平均点数 1,146.7 1,251.6

レセプト点数 264,962 点（前年比 -129,201点）



２． 休日夜間急病診療所合同連絡会議報告（10月9日開催） （門山）

　次の項目について報告がなされた。
〇薬剤取扱い中止について
　処方状況等を踏まえ、ワソラン錠40mg以外の中止要望薬剤については承認となっ
た。ワソラン錠40mgは継続する。
〇多言語対応関連について
　英語・中国語の簡易な対応についての案内カードを作成し設置、ｉＰａｄに機械翻
訳を導入、厚労省の外国人患者への対応に関する窓口の「夜間・休日ワンストップ
窓口サービス」を利用することが報告された。「希少言語に対応した通訳サービス」
についても紹介が行われた。
〇デジスマ診療およびキャッシュレス決済設置について
　デジスマ診療は10月20日（月）、キャッシュレス決済は11月4日（火）に開始する。
キャッシュレス決済の端末は南北休診に1台ずつ設置する。デジスマ診療実施にあ
たり、北休診の小児科エリアの電波環境が悪いため、新たにWi-Fiの設置を行っ
た。

３． 第2回湘南看護専門学校あり方検討特別委員会報告（10月17日開催） （赤見）

　湘南看護専門学校の運営に関し、行政への補助金等の調整を図ったが良い回答
は得られず、同委員会において検討を重ねた結果、学生募集は令和9年度までと
し、令和10年度より募集を停止することが決議された旨の報告がなされた。

４． 令和7年度藤沢市保健衛生功労者表彰（所長表彰）の決定について （石川）

　西村専務理事の受賞が決定された旨報告がなされた。

５． 学術功労者表彰の決定について （石川）

　千葉喜美男氏、池田全良氏の受賞が決定された旨報告がなされた。千葉氏につ
いては川口賞の受賞も決定している。

６． 「Wave Of Light 2025 湘南」の報告（2025年10月9日～10月15日開催） （石川）

　本会が後援を行った同イベントの実施報告があった。

７．
「かながわアイバンク・移植医療を応援する会 ホルス」第1回チャリティコンサート開
催報告

（石川）

　本会が後援を行った同イベントの実施報告があった。

８． 神奈川県医師会 第1回母子保健地域対策委員会報告（10月17日開催） （小澤）

　次の項目について報告がなされた。
 ○神奈川県医医師会母子保健講演会の開催について
　令和8年2月21日に開催される。テーマは「妊娠期から修学前までの切れ目のない
支援について」
 ○神奈川県における妊婦健康診査の状況について
　現在は補助券方式を取っているが、受診券化させることが検討されている。
 ○5歳児健康診査について
　発達についての、こどもの特性を早期に発見、特性に合せた支援を行うことを目的
とし、5歳児健診の費用助成等実施体制について検討されている。

９． 神奈川県医師会産業医部会　第2回幹事会報告（10月21日開催） （山口）

　認定産業医および認定健康スポーツ医に係る研修会（講習会）検索サイトがが公
開された旨の報告がなされた。紙媒体でのリスト配布により提供されているが、今後
は同サイト上にて研修会情報の検索が可能となる。



１０． 第46回産業保健活動推進全国会議報告（10月23日開催） （山口）

　ストレスチェック制度の改正について報告がなされた。これまで従業員50人未満の
事業所におけるストレスチェックは努力義務とされていたが、改正により義務化され
た。集団分析・職場環境改善については、引き続き努力義務とされている。ストレス
チェックは事業者が行うことはできず、外部委託する必要があり、ストレスチェックの
結果で対応が必要となった場合は、事業者が結果を見ることができないため、地域
産業保健センターに面接等を委託することとなる。地域産業保健センターの産業医
が不足しており、産業医資格を有する医師には嘱託医として登録を検討していただ
きたい旨が示された。

１１． 神奈川県医師会公衆衛生委員会報告（10月14日開催） （鈴木）

　次の項目について報告がなされた。
 ○世界保健機関西太平洋地域事務局による風しん排除の認定について
　世界保健機関西太平洋地域事務局により、新たに日本の風しんの排除が認定さ
れた。これを継続するためには、麻しん・風しんワクチン95%の接種率を医事する必
要がある。
 ○感染症法に基づく医師の届出に対するに周知について
　「感染症法に基づく医師の届出ハンドブック」には感染症ごとに届出日数等が記
載されている。これに沿って届出を行うように示された。オンラインでの届出が可能と
なっており推奨されている。オンラインで届け出る場合は、事前に藤沢市保健所に
アカウントを発行してもらう必要がある。
 ○季節性インフルエンザワクチン及び新型コロナワクチンの供給等について
　今年度の同ワクチンの供給量については安定して出荷される見込みとなってい
る。
 ○県内市町村における新型コロナワクチン定期接種の自己負担額
　藤沢市の同ワクチン定期接種の自己負担額は5,100円となっている。
 ○薬剤耐性（AMR）対策に関する教育啓発事業について
　AMR 対策臨床セミナー（オンラインセミナー）が12月6日、12月20日に開催される。
患者向け啓発資材についても案内がなされた。
 〇令和7年度神奈川県医療提供体制推進事業補助金について
　「電子処方箋管理サービス」に関するシステム導入費用を補助する。申請受付期
間は11月30日まで。
 〇社保 特定健診における契約費用の見直しについて
　神奈川は近県と比較して委託単価が低いため、県医師会より単価引き上げの交
渉を行うことについて提案がなされた。郡市医師会を対象にアンケート調査が実施
される予定。

１２．
妊婦健康診査取り扱い医療機関への妊婦健康診査にかかる費用の調査依頼文書
の送付について

（山口）

　藤沢市より、妊婦健康診査にかかる費用助成について、改めて適正な助成費用を
検討するため、妊婦健康診査取り扱い医療機関に対して調査依頼文書を送付する
旨の通知があったもの。送付は藤沢市より直接行われる。

１３． 令和7年度慢性疾患講演会及び家族交流会について （石川）

　12月10日に開催される同講演会および交流会について、藤沢市より乳児健康診
査受託医療期間宛に周知される。

１４． 緊急（休日・夜間）受診証の発行終了について （小澤）

　これまで生活保護利用者に対し発行していた「緊急（休日・夜間）受診証」につい
ては、2025年12月以降、発行が停止されることとなった。対象者はマイナンバー
カードを用いて受診することとなる。輪番病院等への周知については確認を行う。



１５． 医療事故情報収集等事業 2024年年報及び第82回報告書の公表について （石川）

　同報告書の公表について報告がなされた。グループ理事より周知、ホームページ
の更新を行う。

１６． 日医かかりつけ医機能研修制度 令和7年度第4回応用研修会の開催について （石川）

　同研修会の案内については会員医療機関へ会報同封にて周知する。今回の応
用研修会は、地域包括診療加算・地域包括診療料の施設基準における「慢性疾患
の指導に係る適切な研修」のうち、必須項目の研修は含まれていない。

１７． 会長会報告（9月25日開催） （石原）

　次の項目について報告がなされた。
 ○かかりつけ医機能報告制度について
　かかりつけ医機能報告制度の意義について説明がなされた。報告により地域医療
を行っている医師の活動内容等、医療提供体制の見える化を進めることが期待され
る。
 ○令和7年度神奈川県医療提供体制推進事業補助金について
　「電子処方箋管理サービス」に関するシステム導入費用補助の申請が可能。導入
費用が高額で補助に不足を感じた場合は、日本医師会の医療DX相談窓口に情報
を集約させるため、報告を上げる旨示された。
 ○緊急要望について
　日本病院会等より2025年度補正予算において緊急に病院への支援策を講ずるこ
と、および2026年度診療報酬改定率については10％超が必要であることに関する
要望書の提出がなされている。

１８． 代表理事、業務執行理事による職務執行状況報告

（石原会長  加藤副会長　木原副会長　山田副会長　赤見専務理事　石川専務理事
西村専務理事　山口専務理事　鈴木専務理事　石井専務理事　熊切専務理事　小澤専務理事）

　代表理事および業務執行理事より、各担当業務の進捗状況および外部委員会へ
の出席状況等、職務執行状況に関する報告がなされた。

１９． その他

　該当なし

参考情報（報告省略）

１． 「私たちをもっと守る、マイナ保険証（第3弾）」動画のダウンロードサイトについて

２．
令和7年度人生会議（ACP：アドバンス・ケア・プランニング）普及啓発イベントの開
催について

３．
令和7年度「人生の最終段階における在宅医療・介護多職種協働推進研修会」の
開催について

４． 「日本地域包括ケア学会　第7回大会」の開催について


